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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルターハウジング下部の底部分（１９）の円筒状受入開口部（１８）においてフィ
ルターエレメント（２５、２５’）を固定するためのアダプター（１、１’）であって、
該アダプターは、非ろ液チャンバーの流体密の仕切りを可能とするための、アダプター周
囲の周辺溝（３、５）に配置されるシール（４、７）を含み、非ろ液チャンバーはフィル
ターの外側ジャケットを囲み、ろ過される溶液をフィルターへと供給することができ、ろ
液をフィルターからろ液チャンバーへ導入することができ、
該周辺溝（３、５）は、それぞれ、溝の底に相当する基部表面（６）と、該基部表面（６
）を挟む、フィルター側の側壁（１２、１１）と、チャンバー側の側壁（１０、１３）を
有しており、
２つのＯ－リングタイプのシール（４、７）は、それぞれ射出成形によって、相互に並行
する２つの周辺溝（３、５）のそれぞれの基部表面（６）に配置され、
該シール（４、７）は、それぞれ、該周辺溝（３、５）の２つの相互に向き合う内側の側
壁（１０、１１）に接しており、
該シール（４、７）は、それぞれ、該周辺溝（３、５）の他側の側壁（１２、１３）から
一定の距離（１６、１７）離間しており、
該シール（４、７）は、介在する内側の側壁（１０、１１）を跨いで軸方向に延びる接合
部（２０）によって互いに連結されていることを特徴とする、前記アダプター。
【請求項２】
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　２つのシール（４、７）が、軸方向に延びる２つの接合部（２０、２０’）によって互
いに連結されていることを特徴とする、請求項１に記載のアダプター。
【請求項３】
　アダプターの直上にフィルターエレメント（２５）の端部を固定するキャップ（２４）
が付設されており、該キャップの周縁溝（２６）の基部表面上に、第三のシール（２８）
が射出成形されて配置されていることを特徴とする、請求項１または２に記載のアダプタ
ー。
【請求項４】
　アダプター（１）が、フィルターエレメント（２５）の端部キャップ（２４）に接合さ
れ、または端部キャップ（２４）に一体化して形成されていることを特徴とする、請求項
１～３のいずれか一項に記載のアダプター。
【請求項５】
　シール（４、７、２８）が、熱可塑性エラストマー、熱可塑性ウレタン、またはシリコ
ーンで作られることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載のアダプター。 
【請求項６】
　アダプター（１）が、封入された補強リング（３４）を備える本体（２）を有すること
を特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載のアダプター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィルターハウジング下部の底部分の円筒状受入開口部においてフィルター
エレメントを固定するためのアダプターであって、かかるアダプターは、非ろ液チャンバ
ーの流体密の仕切りを可能とするための、アダプター周囲の周辺溝に配置される少なくと
も１つのシールを含み、フィルターの外側ジャケットを囲み、ろ過される溶液をフィルタ
ーへと供給することができ、ろ液チャンバーへのろ液をフィルターから導入することがで
きる、前記アダプターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　DE 33 35 938 C1は、流体の圧力ろ過のための複数部フィルターハウジングであって、
ハウジング上部およびハウジング基部を備えるハウジング底部を有し、前記ハウジング基
部は、フィルターキャンドルまたはフィルターエレメントを、アダプターを介して受入れ
るための円筒状開口部を有し、フィルターキャンドルの外側ジャケットを囲む非ろ液チャ
ンバーは、フィルターキャンドルが連結される中央排出口を介して、ろ液チャンバーから
仕切られる、前記フィルターハウジングを開示する。フィルターキャンドルは、その縦方
向の下端部に、管状アダプターが連結される中央排出口を備える流体密の環状端部キャッ
プを有し、フィルターキャンドルは、前記管状アダプターを介して、ハウジング底部の円
筒状開口部へ挿入される。フィルターキャンドルは、その流体透過性の外側ジャケットと
共に、非ろ液チャンバーに位置し、ハウジング底部から離れた方向にある上縁部を有する
環状端部キャップが、外側ジャケットへ流体密の移行領域を形成する。ハウジング底部の
円筒状開口部におけるアダプターをシールするため、既知のアダプターは２つの並行する
周辺溝を有し、それぞれにはＯ－リングがシールとして配置されている。
【０００３】
　既知のアダプターにおいて見つかった原理上の不利益は、Ｏ－リングまたはひも状シー
ルが、別々に取り付けられる必要があることである。これは、少なくとも利用者によって
はめられる不正確なシール、またはシールの１つが省略され得ることを意味する。
【０００４】
　DE 43 25 997 A1は、液体排出ノズル上のフィルターエレメントを固定するためのアダ
プターを開示する。液体排出ノズルに向けられた内部壁の上に、アダプターは、非ろ液チ
ャンバーの流体密の仕切りのための、そこへ配置されるシールを備えた周辺溝を有し、そ
れはフィルターの外側ジャケットを囲み、そこからろ過される溶液がろ過後にフィルター
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へと供給される。シールは、溝の基部表面の境界を定める少なくとも片側の壁から一定の
距離がある。
【０００５】
　DE 43 25 997 A1の教示によると、信頼できるシールは、ろ過されて、液体フィルター
を通して流れる液体によって提供されるが、それはこの液体が、フィルター挿入部を通し
て流れるときに生じる圧力差の結果として、低い液体圧とともに、液体フィルター部分の
方向に溝の内側の封止リングを押し出すためである。この方法において、液体フィルター
またはフィルターエレメントの作業の間に、シールは、封止リングまたはシールの、低い
または存在さえしない弾性プレテンションにもかかわらず、ここで確かめるように封止リ
ングまたはシールが、液体排出ノズルおよびそこに隣接した溝の境界表面上に圧迫される
。
【０００６】
　DE 43 25 997 A1の装置において、封止リングまたはシールが、端部ディスク部分の隣
接位置に上向きに圧迫されることを確かめるため、ろ過される流体は、環状ギャップを通
して溝の中へ流れる必要が常にあり、そのとき初めて封止が達成される。
【０００７】
　DE 20 2006 014 784 U1は、フィルター本体の端部を覆う端部ディスクが、有孔ディス
クおよび後者に配置されるカラー（collar）によって１つに形成される、環状フィルター
挿入部を開示する。カラーは、軸方向の支持表面および放射状の支持表面を有する。熱エ
ネルギー除去のためのポケットを有する放射状封止リングは、二成分プロセス（two-comp
onent process）において、または射出成形によって、これら支持表面に適用可能である
。この放射状封止リングは、軸方向の支持表面によって底部、および放射状の支持表面に
よって側面だけに制限され、ろ液の流出方向において、それは開放している。放射状封止
リングは、端部ディスクのカラー、すなわち、アダプター内部の周囲で一体化して形成さ
れる。
【０００８】
　中空ポケットのため、放射状封止リングは、製造するのに非常に複雑であり、特に、材
料ウェブ（web）または中空ポケット底部の破損および漏洩が結果としてそこに生じた場
合、その製造の間の放射状封止リングの欠陥は、光学的に検出することが困難でしかない
。
【０００９】
　さらに、EP 1 156 538 B1は、気密の方法で蓄電池の電池通気口を閉じるための栓の配
置を開示する。密閉栓は、そこに一体化形成された環状シールとともに、その周囲に溝を
有する。環状シールは、二成分射出成形プロセスで形成された。溝は、環状シールによっ
て完全に満たされている。
【００１０】
　さらに、DE 10 2005 033 665 A1は、内部の周辺溝において、射出成形されたシールを
有する栓のための受入部を開示する。ここにおいても、溝は封止材によって完全に満たさ
れている。
【００１１】
　シールの材料で溝を完全に満たすことの不利益は、容積変形に必要な隙間を、溝の外側
に作る必要があることである。
【００１２】
　特別な不利益は、アダプターと受入開口部との間の許容範囲を、容積変形のための隙間
を作るために、変化させる必要があることである。
【００１３】
　さらに、DE 44 22 842 C1は、流体密となるように、弾性のある封止材を使用して一緒
にはめられた、少なくとも２つの個々の部分を有するハウジングがある装置を開示する。
個々の部分の少なくとも１つは、２つの材料成分を含み、１つは封止材であってシールを
提供し、ここで、これら２つの材料成分の多くても１つは前成形として、または噴霧によ
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って、封止材とともに射出成形金型の挿入部として結合させ、または、両成分は二成分射
出成形金型、すなわち、２つの穴がある射出成形金型において、一緒に噴霧される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　それゆえに本発明の目的は、シールを別々に適合させることを回避可能とするように、
底部分の円筒状受入開口部におけるフィルターエレメントの固定のための既知のアダプタ
ーを改善することである。さらに、新規アダプターおよび既存の受入開口部における従来
の既知アダプターも使用可能とするため、アダプターと受入開口部との間の許容範囲の変
化は、可能な限り避けられる。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　目的は、請求項１の前文（preamble）と関連して、シールが射出成形によって、周辺溝
の基部表面に連結される事実によって達成され、シールは、溝の基部表面の境界を定める
少なくとも１つの側壁から一定の距離がある。
【００１６】
　シールが、周辺溝の基部表面に射出成形されているという事実のおかげで、別々に適合
させる手間が省ける。同時に、製造業者によって販売され、目的の材料で作られた正確な
封止リングが、アダプターの溝に配置されることを確実にする。シールと溝の基部表面の
境界を定める少なくとも１つの側壁との間の距離は、底部分の円筒状受入開口部への挿入
時に、シールの変形容積を吸収するための空間をもたらす。したがって、円筒状受入開口
部およびアダプター外形との間の許容範囲の変化を避けることが可能となる。これは、本
発明によるアダプターとともに新規フィルターエレメント、および既知アダプターととも
に従来のフィルターエレメントを、既知フィルターハウジングまたはそれらの底部プレー
トの既存の円筒状開口部に挿入可能であることを意味する。
【００１７】
　本発明の好ましい態様によると、シールは、溝の中央に配置され、溝の基部表面の境界
を定める両側壁から一定の距離がある。これは、特に、単一の溝にシールを射出成形する
場合に、比較的簡単に行うことができる。好ましい態様によると、第二のシールは、第二
の周辺溝における基部表面上に射出成形される。第一および第二のシールは、２つの相互
に並行する溝の基部表面上に射出成形され、シールは、溝の２つの相互に向き合う内側側
壁を直接支える。隔たりは、射出成形の間に、適した挿入具によって充填される。
【００１８】
　２つのシールが、少なくとも１つのウェブ、好ましくは３または４の軸方向に延びるウ
ェブによって互いに連結された場合、特に有利であることが証明された。このようにして
、２つの相互接続されたシールは、非ろ液チャンバーと、アダプターとともにフィルター
エレメントを含むフィルターハウジングのろ液チャンバーとの間に、特に密なバリアを形
成する。
【００１９】
　本発明の好ましい態様によると、フィルターエレメントの端部キャップ領域中の周辺溝
において、第三のシールが溝の基部表面上に射出成形される。アダプターに隣接するフィ
ルターエレメントの端部キャップ領域中の第三のシールの配置のおかげで、端部キャップ
を含むフィルターエレメントは、非ろ液チャンバーに実質的にデッドスペースがないよう
に、かつ、非ろ液チャンバーに置かれるろ過される溶液のすべてが、フィルターを通して
ろ過され、ろ液チャンバーに運ばれるように、底部分の対応する受入開口部中に挿入する
ことができる。
【００２０】
　本発明の好ましい態様によると、シールは、熱可塑性エラストマー、熱可塑性ウレタン
、またはシリコーンで作られる。
【００２１】
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　本発明の好ましい態様によると、アダプターは封入された補強リングを備える本体を有
する。アダプターは、好ましくはフィルターエレメントの端部キャップに接合される。し
かしながら、端部キャップ上に一体化して形成することもできる。
【００２２】
　本発明のさらなる特徴は、続く詳細な記載、および本発明の好ましい態様が例示によっ
て図解される添付図面から明確になるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　図において：
【図１】図１は、２つの並行するシールを有するアダプターの断面における側面図を示す
。
【図２】図２は、図１のアダプターの側面図を示す。
【図３】図３は、端部キャップおよびアダプターを有し、フィルターハウジングの（破線
で示される）底部プレートを有する、フィルターエレメントの側面図を示す。
【図４】図４は、フィルターエレメントの端部キャップの溝における第三のシールを有す
る、別のフィルターエレメントの側面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　アダプター１は、基本的に、本体２、周辺溝３およびシール４を含む。
【００２５】
　周辺の第一の溝３と並行して、周辺の第二の溝５が、アダプター１の本体２に配置され
る。周辺溝３、５はそれぞれ、基部表面６、第一の周辺溝における基部表面６上に射出成
形されるシール４、および第二の周辺溝における基部表面６上に射出成形される第二のシ
ール７を有する。シール４、７は、その内側表面８、９が、隣接する溝３、５の内側側壁
１０、１１上に直接位置しており、または射出成形によって側壁１０、１１と連結してい
る。シール４、７の内側表面８、９から離れた方向にある外側表面１４、１５は、内側側
壁１０、１１から離れた方向にある外側側壁１２、１３からそれぞれ一定の距離１６、１
７があり、その距離１６、１７は、アダプター１が底部分１９の円筒状開口部１８の中へ
挿入された場合、シール４、７の変形容積を吸収するための空間を提供する。
【００２６】
　シール４、７は、ウェブ２０によって互いに連結される。ウェブ２０の１つは、射出点
２１として使用することができる。しかしながら、射出点２３とともに追加ウェブ２２を
提供することもできる。
【００２７】
　図３によると、アダプター１は、フィルターエレメント２５の下側の端部キャップ２４
の中へ挿入され、そこへ接合される。しかしながら、図４に示される例示の実施態様によ
ると、アダプター１’は、フィルターエレメント２５’の下側の端部キャップ２４’上に
一体化して形成することもできる。
【００２８】
　図４における例示の実施態様によると、下側の端部キャップ２４’は、その周囲に第三
の周辺溝２６を有し、前記溝の基部表面２７上には、その側面２９、３０が、第三の溝２
６の側壁３２、３３からそれぞれ一定の距離３１となるように、第三のシール２８が中央
に射出成形される。
【００２９】
　アダプター１、１’を製造するための道具（図示されていない）は、例えば、固定され
た工具部分内の２つの空洞および可動式工具部分上の回転式工具プレートからなる。各射
出作業の後、工具は開き、回転式工具プレートは、第一の空洞に作られたプラスチック部
分を、第二の空洞正面の位置へ運ぶ。これは、次に続く方法の工程を含む。
　ａ）補強リング３４が、第一の空洞にはめられる、
　ｂ）工具が閉じる、
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　ｃ）本体２が、第一の空洞中の補強リング３４の周りに射出される、
　ｄ）工具が開く、
　ｅ）工具プレートが回転し、本体２が第二の空洞へ運ばれる、
　ｆ）補強リング３４が、第一の空洞へはめられる、
　ｇ）工具が閉じる、
　ｈ）本体２が、第一の空洞中の補強リング３４の周りに射出され、シール４、７が、第
二の空洞中のアダプター１上に射出される、
　ｉ）工具が開く、
　ｊ）第二の空洞に作られたアダプター１が、取り除かれる、
　ｋ）工具プレートが回転する、
　ａ）補強リング３４が、再び第一の空洞にはめられる、
　ｂ）工具が閉じ、工程ｃ）からｋ）が繰り返される。
　当然、工具は、固定工具半分において３またはそれ以上の空洞および可動式工具半分の
回転式工具プレートからなることもできる。
【００３０】
　各射出作業の後、工具は開き、回転式工具プレートは、第一の空洞に作られたプラスチ
ック部分を、第二の空洞正面の位置へ運び、第二の空洞に作られたプラスチック部分を、
第三の空洞正面の位置へ運ぶ。
【００３１】
　当然、説明において検討され、および図によって示された態様は、本発明の例示的態様
にすぎない。本願明細書の開示を考慮すると、可能な変化が広範囲であることが、当業者
には明白である。
【００３２】
　例えば、シール４、７、２８は、基部表面６、２７から離れる側に、凸状である。しか
しながら、原則として、それらは他の形を有することもできる。
【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】



(8) JP 5275459 B2 2013.8.28

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  グルマート，ウルリッヒ
            ドイツ連邦共和国　３７２４２　バート　ゾーデン－アレンドルフ、バーンホフシュトラーセ　５
(72)発明者  ラウシュ，ラルフ
            ドイツ連邦共和国　３７０７９　ゲッティンゲン、ガルヴィーゼ　１０
(72)発明者  ニコルーディス，パスカリス
            ドイツ連邦共和国　３７０７９　ゲッティンゲン、ヌスアンガー　２１
(72)発明者  プラーデル，クリスティアン
            ドイツ連邦共和国　３７５８９　カーレフェルト－ゼベクセン、キューラーブリック　２９
(72)発明者  シュッツラー，ミヒャエル
            ドイツ連邦共和国　３７１２４　ロスドルフ、ケラーベルクスヴェーク　３

    審査官  畔津　圭介

(56)参考文献  米国特許出願公開第２００２／００１７４９７（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表２００５－５１２７７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－２６１２１４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ０１Ｄ　　２９／１１
              Ｂ０１Ｄ　　４６／００
              Ｃ０２Ｆ　　　１／２８　　　　
              Ｂ０１Ｄ　　３５／００
              Ｆ１６Ｊ　　１５／１０
              Ｆ１６Ｊ　　１５／３２
              Ｂ２９Ｃ　　４５／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

